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　【学内活動】
（学内職歴を含む）

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

平　成　28　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

最終学歴

　【研究上の特記事項】
本学図書館所蔵の奈良絵本「文正草子」を活用し、院生と共同で翻刻を作成し、連名で
『奈良大学大学院研究年報』第22号に掲載した。

　
・美術史特殊講義（スクーリング３日間×３回）
・卒業論文

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目

大阪大学大学院文学研究科芸術学専攻後期課程退学

文学修士

美術史（日本絵画史）

美術史学会、美学会

弘法大師伝絵、江戸時代の絵入本及び絵巻、源氏絵

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）授業科目

　
大阪府文化財保護審議会委員、愛知県文化財保護審議会委員、茨木市文化財保護審議会
委員、公益財団法人大和文華館評議員、公益財団法人角屋保存会評議員、独立行政法人
国立文化財機構京都国立博物館調査員

授業では本物の文化財から学ぶことを重視し、積極的に学外授業を取り入れた。美術史
実習ⅢⅣ、美術史演習Ⅰ～Ⅳ、文化財学研究法Ⅱ、日本絵画史、美術工芸史学特殊講義
Ⅱおよび同演習Ⅱ、通信教育部の美術史特殊講義において、美術館や博物館、あるいは
社寺の見学を実施した。また、学内での授業においても本物の絵画作品を見せる機会を
設けた。

通信教育部委員、紀要委員会委員、人事委員会委員、大学認証評価委員
書道部顧問、雅楽研究会顧問、女子バスケット部顧問

学部担当科目

・美術史講読Ⅰ（前期）　　　・文化財学研究法Ⅱ（後期）
・美術史実習Ⅲ（前期）　　　・美術史実習Ⅳ（後期）
・美術史演習Ⅰ（二）（前期）・美術史演習Ⅱ（二）（後期）
・美術史演習Ⅲ（二）（前期）・美術史演習Ⅳ（二）（後期）
・日本絵画史（前期）　　　　・美術史特殊講義（一）（後期）

・美術工芸史特殊講義Ⅱ（通年）
・美術工芸史演習Ⅱ（通年）



共著

単著
『文化財学報』第35
集

相愛大学図書館および実践女子大学
文芸資料館がそれぞれ所蔵する「源
氏物語かるた」をとりあげ、両本の
絵を比較するとともに、それらと版
本挿絵との関係を論じた。

2017年3月

2017年3月

『奈良大学大学院研
究年報』第22号

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

②

③

④

④

③

（学会発表）

①奈良絵本「文正草子」に
ついて－奈良大学図書館本
の翻刻と釈文－

②「源氏物語かるた」再考
－相愛大学本と実践女子大
本について

⑤

①

③

（その他）

②

⑤

⑤

大学院で担当する講義の一環とし
て、本学図書館が所蔵する奈良絵本
「文正草子」の翻刻と釈文を作成
し、受講生と連名で発表した。

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

④

②

①

③

④


